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サンクチュアリコート高山編



福利厚生施設として利用できるリゾートトラスト株式会社のサンクチュアリコート高山のオープニング

に行ってきました。 

夢眠さくら施設⾧の堀が、レポートさせていただきます。 

東京から名古屋、名古屋で特急に乗り換え、高山に向かいます。 

 

グラフィックデザイナーの玉賢三さんのタペストリーが私たちを迎えます。 

 

 

 



当日は、あいにくの雨でした。前日まで雪が降っていたそうです。 

 

高山の古い町並みです。個性的で面白い店がたくさんありました。 

朝市も有名です。晴れていたらもっと楽しかったでしょう。 

 

 

 



岐阜県の飛騨高山と言えば、私にとって思い浮かぶのは家具です。 

昔、木工の職業訓練校に通っていた頃があり、高山のオークヴィレッジの家具に憧れていたものです。 

今回、もう一つの憧れであった家具メーカー「キタニ」のショールームに行ってきました。 

北欧などの素晴らしいデザインの名作家具を製作するメーカーです。 

  

  

案内してくださった方の説明がとても丁寧で、とても良い時間を過ごさせていただきました。 

 



さて、サンクチュアリコート高山には駅から出ているホテルの無料バスで向かいます。 

 

なんともまあ立派なホテルでした。 

しつらえは非常に豪華、ホテルマンさんの対応もとても丁寧でした。 

  

ホテルには「飛騨高山美術館」が併設され、アールヌーヴォーの工芸品を鑑賞することができます。 

  

 

 

 



お部屋はこんな感じ。とっても広くて豪華。 

  

立派なお風呂!アメニティーグッズも充実。 

  

 

窓からの眺めはこんな感じ。晴れている日はとってもきれいな景色だそうです。 

 



夕食です。イタリア料理をいただきました。食べたことも、聞いたこともない美しいお料理が、 

とても素敵なお皿とともに現れます。 

ホテルスタッフの接客も丁寧で、小さいお子さんへの心遣いも素晴らしかったです。 

  

   

  

     



お風呂は、大浴場を利用しました。とても良いお風呂でした。 

その日の夜は、ゆったりと休ませていただきました。 

枕がたくさんあって、どう使うのかしらと考えてしまいました。 

 

朝食です。 

これは、お店の人の手書きのメニュー表で案内を受けます。 

 

こんな感じのお食事でした。言うまでもありませんが、おいしいかったです。 

  



私は初めてだったのですが、飛騨高山の郷土料理の朴葉味噌（ほおばみそ）がでてきました。 

朴葉の上に、自家製のこうじ味噌を乗せて焼いた料理です。林業が盛んだった飛騨地域で、山仕事をする

人たちが、山で朴葉を皿代わりに焼き味噌をしたのが始まりだそうです。ご飯によく合いました。 

 

良い旅でした。ホテルのスタッフさんありがとうございました。 

 



時間 スケジュール

9:15 （出発）浦和 JR宇都宮線

9:54 東京 のぞみ

11:43 名古屋 JR特急ひだ（車中昼食）

14:14 高山 シャトルバス

（泊）サンクチュアリコート高山

9:00 ホテル（出発）シャトルバス

10:00 高山市内散策

12:35 高山 JR特急ひだ（車中昼食）

15:12 名古屋 のぞみ

17:00 東京 JR

17:24 浦和（到着）

令和6年3月24日

行き先
 〒506-0055 岐阜県高山市上岡本町１丁目１２４－１

サンクチュアリコート高山

期 間 令和6年3月25日（月）～令和6年3月26日（火） 一泊二日

錦江舎福利厚生施設体験リポート 旅程表

①交通費 15,510円×往復     31,020円

②部屋代 38,720円÷宿泊人数4名  9,680円

③食事代（夕・朝食）       13,673円

④弁当代 車中 2食        2,000円

 一人当たりの費用合計      56,373円

費 用

目 的 錦江舎 福利厚生施設 体験レポート制作

委 員

①特養 夢眠さくら   施設⾧  堀 寛   （作成委員⾧）

②保育 むうみんさくら 園⾧   岡部 由美子

③特養 夢眠さくら   介護課⾧ 柴草 直子

④錦江舎        GM    水野 善朗

交通手段 JR
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